
①購買、来訪のき インスタフォロワ 目標 3,000 3,500 4,000 4,500
① ％ ① 人

ィプロモーシ る人 れてもらい、本市 たことがある人の 実績 33.9 - - - ド」の価値の 特に関東地方居 っかけになるよう ー数（単年度） 実績 835 - - -

ョンの推進 ②市民 に訪れてもらう 佐野市への観光入 目標 8,500 8,600 8,700 8,800 向上 住者） 、さのブランドを さのブランド認証 目標 130 130 130 130
② 千人 ② 品

②魅力を知り、郷 込客数（単年度） 実績 6,430 - - - ②市内事業者 知ってもらう。 品応募数（単年度 実績 - - - -

土に対する誇りを 佐野市に住み続け 目標 75.5 77 78.5 80 ③市民 ②さのブランド認 目標
③ ％ ③

もってもらう たいと思う若年層 実績 57.6 - - - 証制度に応募する 実績

目標 ③さのブランドを 目標
④ ④

実績 市内外の人におす 実績

推進体制の整 ①庁内体制 ①②庁内の体制を 専門チームによる 目標 3 4 5 6 目標
① 事業 ①

備と連携強化 ②市民等 含め、数多くの効 事業企画数（単年 実績 4 - - - 実績

③他自治体、企 果的な情報発信主 大使等による情報 目標 20 25 30 35 目標
② 回 ②

業、団体、大学 体が整っている 発信数（単年度） 実績 178 - - - 実績

等 ③シティプロモー 連携事業を実施し 目標 28 29 30 31 目標
③ 団体 ③

ションにつながる た団体数（単年度 実績 38 - - - 実績

場・知識・資源等 目標 目標
④ ④

の相互活用ができ 実績 実績

３．施策及び基本事業の目標達成度評価
令和4年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

・ＳＮＳやその他情報発信の効果の高い媒体の活用について研究する。 【施策の取組方針達成状況】

・インスタグラムを活用した市民参加企画を実施する。 ■ 全て達成 ・インスタグラムのリールなどＳＮＳを研究し、様々な活用方法により工夫して情報発信を行った。また、イン

・市民が誇りをもてる情報、魅力を整理、発掘するとともに、その情報発信方法について検討する。 スタグラムでは、市の魅力を市民自ら発信してもらう投稿企画を実施した。
取組

・「さのまる」公式ツイッター、動画配信等を活用し、本市の魅力や特色を発信する。 □ 一部未達成 ・さのまるを活用し、市の取組や観光名所等をＳＮＳ等で情報発信した。
方針

・「さのまる」の運用及び「さのまるの家」の運営について今後の方向性を検討する。 ・さのまるの家の移転を決定し、今までの家を退去した。

・本市の話題を集約し、佐野ブランド大使等と共有を図り、広く発信する。 □ 全て未達成 ・佐野ブランド大使等による情報発信の機会を増やすため、毎月広報さのやメールなどで市の話題や取組につい
施

・さのブランドの認知度向上を図るため、さのブランド認証事業者協議会の定期的な開催とプロモーション企画検 て情報提供を行った。
策

討の支援を行う。 ・さのブランド認証事業者協議会を開催し、部門ごとの意見交換を行い、プロモーションの検討を行った。

・シティプロモーション推進本部会議における専門チームを活用し、市内外へ発信する情報を集約し、積極的な発 □ 全て達成 ・観光専門チームによる情報の共有と意見交換を行った。ま

令

た、定住促進の専門チ

和

ーム設置について協議

５

した。

信を行う。 【成

年

果指標達成状況】
成果

度

■ 一部未達成 ・「本市

　

に関する情報を持つ人

施

の割合」は、様々な媒

策

体を効果的に活用し情

・

報発信したため、目標

基

29.5％に対し
指標

本

て実績33.5％で目

事

標は達成した。

□ 全て

業

未達成 ・「佐野市に住

マ

み続けたいと思う市民

ネ

の割合」は、市民が誇

ジ

りを持てるような市の

メ

魅力や話題について情

ン

報発信

を行ったが、目

ト

標84.5％に対して

シ

実績78.7％で目標

ー

は未達成だった。

基本

ト

事業名 令和4年度基本

　

事業の取組方針 基本事

（

業の取組方針・成果指

令

標達成状況 基本事業名

和

令和4年度基本事業の

４

取組方針 基本事業の取

年

組方針・成果指標達成

度

状況

積極的なシティプ

実

・本市を訪れてみたい

績

と思う魅力あ 取組方針

に

■ 全て達成 □ 一部未達

基

成 □ 全て未達成 「さの

づ

ブランド」 ・さのブラ

く

ンドの認知度向上のた

評

め 取組方針 □ 全て達成

価

■ 一部未達成 □ 全て未

）

達成

ロモーションの推

 

る情報について、さの

作

まるを活用し 成果指標

成

□ 全て達成 □ 一部未達

日

成 ■ 全て未達成 の価値

 

の向上 、手に取りたく

 

なるパンフレットの 成

令

果指標 □ 全て達成 □ 一

和

部未達成 ■ 全て未達成

 

進 SNS等により情報

6

を発信する。 【基本事

年

業の取組方針達成状況

 

】 制作、魅力ある写真

3

を活用したSNS 【基

月

本事業の取組方針達成

 

状況】

・さのまる及び

5

さのまるの家の運営 ・

日

さのまるやSNS、バ

基

ス車体等を活用し、本

本

市の情報を発信した。

目

により情報を発信する

標

。 ・第10回ブランド

名

パンフレットについて

0

は、デザインを大幅に

2

変更

形態について検討

新

する。 ・さのまるの家

た

について佐野市紹介ス

な

ペースへの移転を決定

流

した。 ・事業者との連

れ

携やオンラインショ し

の

作成したことで、増刷

創

するほど好評であった

造

。

・高速バス車体、各

に

所デジタルサイ ・高校

よ

生や中学生と連携し、

る

ハイウェイスタンプの

賑

製作やデジタル ップサ

わ

イトを活用したさのブ

う

ランド ・伝えたい魅力

ま

を撮影した写真や動画

ち

を募集し、情報発信し

づ

た。

ネージ等を活用し

く

、本市の情報を発 スタ

り

ンラリーを実施した。

広

フェアを検討の上実施

報

する。 ・事業者と連携

ブ

し、佐野餃子の動画や

ラ

餃子メモをSNSで発

ン

信した。

信する。 【成

ド

果指標達成状況】 ・さ

推

のブランド認証品につ

進

いて、ふ ・オンライン

課

によるさのブランドフ

政

ェアの実施はできなか

策

った。

・地元の学生と

体

連携し、若年層が市 ・

系

「本市の情報に触れた

政

ことがある人の割合」

　

は、SNSを活用し情

策

るさと納税返礼品とし

　

ての活用を検 ・さのブ

名

ランド認証事業者協議

0

会において、各部会と

4

の意見交換や

への愛着

誰

を高める取り組みを推

も

進す 報発信したが目標

が

35.5％に対し実績

住

33.9％で目標は未

み

達成だった。 討する。

た

ふるさと納税返礼品と

い

しての活用について検

と

討した。

る。 ・「佐野

思

市への観光入込客数」

う

は、SNSを活用し情

魅

報発信に努めた ・より

力

効果の高い制度に向け

あ

、認証 ・ブランド認証

る

委員会において、認証

ま

期間などの改正を検討

ち

した。

が、目標8,5

づ

00千人に対して実績

く

6,430千人で未達

り

成だった。 期間等の制

施

度改正を検討する。 【

策

成果指標達成状況】

・

主

「佐野市に住み続けた

管

いと思う若年層の割合

課

(18～29歳)」は

長

、高 ・「インスタフォ

施

ロワー数」は、アカウ

　

ント凍結により新アカ

策

ウン
基

校生たちと連携

　

し、市への愛着を高め

名

る取組を行ったが、目

0

標75.5 トを作成し

1

たため、目標3,00

都

0人に対して実績83

市

5人で目標は未達成
本

ブ

％に対して実績57.

ラ

6％で目標は未達成だ

ン

った。 だった。
事

推進

ド

体制の整備と ・佐野ブ

戦

ランド大使等による情

略

報発 取組方針 ■ 全て達

の

成 □ 一部未達成 □ 全て

推

未達成 取組方針 □ 全て

進

達成 □ 一部未達成 □ 全

大

て未達成
業

連携強化 信

澤

機会増加のため、市の

　

話題や取組 成果指標 ■

美

全て達成 □ 一部未達成

希

□ 全て未達成 成果指標

施

□ 全て達成 □ 一部未達

策

成 □ 全て未達成

等を定

関

期的にお知らせする。

係

【基本事業の取組方針

課

達成状況】

・シティプ

総

ロモーション推進本部

合

会 ・佐野ブランド大使

戦

等を活用し、より多く

略

本市の魅力を発信して

推

も

議に設置する専門チ

進

ームを効果的に らうた

室

め、毎月広報さのや市

、

の情報を送付し、話題

産

等を提供した。

活用し

業

、庁内が連携した取組

政

を実施 ・観光専門チー

策

ムにおいては、イベン

課

ト等の情報共有と意見

、

交換を

する。 行い、「

観

佐藤の会」や「天明鋳

光

物」と連携して事業に

推

取り組んだ。

・佐野ブ

進

ランド姫やゆる党関係

課

自治 ・ゆる党など関連

、

自治体と連携し、相互

ス

のイベント等に参加し

ポ

た。

体との相互プロモ

ー

ーション事業の実 【成

ツ

果指標達成状況】

施に

推

より連携を強化する。

進

・「専門チームによる

課

事業企画数」は、相互

１

のイベントに連携して

．

取り組んだため、目標

施

３に対して実績４で目

策

標は達成した。

・「大

の

使等による情報発信数

目

」は、市の話題や取組

的

等を提供したた

め、目

と

標20回に対して実績

成

178回で目標は達成

果

した。

・「連携事業を

把

実施した団体数」は、

握

ゆる党を中心に連携し

こ

て取り

組んだため、目

の

標28団体に対して実

施

績38団体で目標は達

策

成した。

４．施策の基

は

本情報
社会情勢変化、

、

国・県の動向、市民・

誰

議会意見等 施策の成果

、

向上に向けての役割分

何

担

・ゆるキャラブーム

を

は下火となり、その役

対

割は、人気を競う時代

象

から、地域で末永く愛

と

されるものへと変わ 市

し

民 事業所 行政

施 ってき

て

ている。 ・本市に対し

い

誇りと愛着をもちます

る

。 ・魅力ある商品づく

か

り、販売促進をします

対

。 ・市民等が参加でき

象

るシティプロモーショ

指

ン

策 ・さのまるの活動

標

については、地域に根

単

差すとともに、定住人

位

口の増加に向けターゲ

R

ットを絞った活動をす

4

・本市の魅力を市内外

R

にお伝えします。 ・事

5

業所自身のＰＲととも

R

に、「佐野市」を の取

6

組を企画します。

の べ

R

きとの提言がある。 Ｐ

7

Ｒします。 ・本市の取

①

組を市内外に発信しま

本

す。

基 ・SNS等の発

市

展により個人でも情報

に

発信がなされ、情報過

つ

多の社会となっている

い

。 ・事業所間の連携、

て

協働に協力します。 ・

、

市民や事業者等との連

特

携を推進します。

本 ・

産

コロナ禍が収束を迎え

品

る中、集客イベント等

や

が再開され、人の動き

観

も活発となりコロナ禍

光

前に戻りつつあ

本 る。

資

情

報

５．施策全体の総

源

括・今後の課題・今後

、

の方向性
施策の成果実

子

績と施策の基本情報及

育

び施策コストに関する

て

全体総括 今後の課題 今

環

後の方向性

・複業人材

境

を活用し、新たなコン

等

テンツとして「佐野餃

の

子」のＰＲに取り組ん

情

だ。 【令和５年度で解

報

決する課題】 ①市民が

①

市の魅力を再発見し本

国

市を「いい街」と思っ

内

てもらえるよう

・情報

に

発信ツールのそれぞれ

居

の特徴を研究し、イン

住

スタグラムでの動画（

す

リール）の投稿を実施

る

した。 ・「さのまる」

人

の活動拠点の整備及び

①

運営形態の調査 な取組

国

を発信するとともに、

内

インナーセールスを強

の

化する。

・高校生プロ

総

ジェクトによる佐野サ

人

ービスエリアのハイウ

口

ェイスタンプの製作や

千

佐野高校の高校生・中

人

学生によ 【令和６年度

1

以降にも引き継がれる

2

課題】 ②高校生プロジ

4

ェクトと連携し、シテ

,

ィプロモーションへの

9

活動を通

るももクロラ

4

イブ時のデジタルスタ

7

ンプラリー開催など、

-

若年層が積極的に市の

-

イベント等にかかわる

-

ことで、 ①郷土愛の醸

を

成を図るため、市民及

知

び市職員へのインナー

っ

セールスの して、本市

て

の魅力を再認識し、地

い

域への愛着・誇りの醸

る

成を図る。

郷土愛の醸

、

成へとつなげる取組が

認

できた。 推進 ③さのブ

知

ランド認証事業者協議

し

会を定期的に開催し、

て

認証品のPRや販

・さ

い

のまるの家については

る

、令和５年２月末日を

人

もって閉店し、市役所

の

１階佐野市紹介スペー

割

スへの移転を決定 ②高

合

校生プロジェクトの活

を

動をサポートし、情報

把

交換の場や機会の提 売

握

促進に共同で取り組む

す

。

した。また、さのま

る

るの運用については、

た

他市の状況について調

め

査を実施した。 供 ④定

。

住促進専門チームの連

施

携強化を図り、取組や

策

施策についての情報

・

の

広報さのなど市の情報

目

を毎月提供することで

的

、佐野ブランド大使等

②

による情報発信が多く

市

見受けられた。 ③さの

民

ブランド認証事業者と

②

の連携強化及び、さの

市

ブランド認知度向 発信

人

を効果的に行う。

・さ

口

のブランド品の認知度

人

向上を図るため、さの

1

ブランドに認証された

1

餃子店舗に協力をいた

5

だき、餃子が焼き 上へ

,

向けた共同事業の実施

7

⑤社会情勢を踏まえた

0

さのまるの運用につい

0

て、調査結果を基に決

-

定

あがるまでの工程を

-

動画で撮影し、You

-

Tubeやツイッター

②

で発信した。 ④定住促

佐

進専門チームの運用及

野

び他課との連携による

市

取組の実施 する。

・市

に

の認知度向上を効果的

住

に進めるため、佐野ブ

み

ランド大使等とともに

続

市長自ら佐野餃子ＰＲ

け

動画へ共演し、佐 【令

た

和６年度重点課題】

野

い

黒から揚げでは、ミニ

と

ストップと連携し全国

考

約2,000店舗で市

え

長の声でのＰＲ音声が

て

流れ、トップセールス

い

に ⑤さのまるの効果的

る

な運用方法の決定

よる

市

プロモーションを実施

民

することができた。

・

の

観光専門チームにおい

割

ては、イベントや行事

合

日程を共有し、市内外

を

へ情報発信を行った。

把

シティプロモーショ

ン

握

推進本部会議において

す

、定住促進専門ームの

「

設置について承認され

対

た。

・市政に関するア

　

ンケート調査では、「

象

5年ほど前と比べて良

」

くなったと感じている

③

事項」では、「佐野市

る

の認

知度の向上、佐野

た

ブランドの確立」は2

め

4.2％で良くなった

。

と感じている方が１番

④

多かった。

・コスト面

成

では、令和４年度の決

果

算額は16,956千

指

円となり、令和３年度

標

決算額21,223千

こ

円と比べ、4,267

の

千円減

額となった。主

施

な要因はシティプロモ

策

ーション推進体制整備

に

事業費の減による。

・

よ

令和４年度の当初予算

っ

額18,476千円に

て

対して、決算額16,

、

956千円となり、1

「

,520千円削減でき

対

た。

象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 R4 R5 R6 R7 設定の考え方

①佐野市の魅力を知り、佐野市を訪れたい・佐野市で暮ら 本市に関する情報を持つ人の割合 目標 29.5 31 32 33
① ％

してみたいと思ってもらう。 実績 33.5 - - -

②佐野市に住み続けたいと思うとともに、佐野市に対する 佐野市に住み続けたいと思う市民の割合 目標 84.5 86 87 87.5
施策の目的 ② ％

誇りや愛着を醸成する。 実績 78.7 - - -
「意　図」

目標 ① ブランド総合研究所による地域ブランド調査
③

実績 成果指標の ② 市政に関するアンケート調査

目標 取得方法 ③
④

実績 ④

２．基本事業の目的と成果把握
基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 R4 R5 R6 R7 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 R4 R5 R6 R7

積極的なシテ ①国内に居住す ①本市の情報に触 本市の情報に触れ 目標 35.5 37.5 39 40.5 「さのブラン ①市外の住民（


